


人間の物語だった。
~1996年カンヌ映画祭高等技術賞受賞〆

1996年セザール賞5部門受賞

虫の話だと思ったら、

1996年カンヌ映画祭で上映されるや否や、大センセーションを巻き起こし、超クローズアップで里見れる虫た

ちのパフォーマンスに話題騒然!観客たちは、そのダイナミックなミクロの画像とミクロの音響のクオリティの

高さに、すっかり魅了されてしまった

大自然で生きる虫たちの壮大なドラマを美しい映像と華麗な音楽で描き出したナチュラル・フィクション。
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構想(カメラや照明機材のデザイン・制作):2年

撮影 :3年

編集 :6ヶ月

フィルムのリール:80キロメートル(映画の長さの40倍)
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ナは失ってしまう。いつしか、小さな虫たちの

動きを見る視線が退化してしまう。

「ミクロコスモス」は、そんなありし日の虫寄

りの日を更生らせてくれる、秀れたドキュメンタリ

ー映像である。舞台はフランスの田園地帯だ

が、ここに登場する昆虫たちは、ナナホシテ

ントウ、キアゲ、ハ、イトトンボ、ヒゲナガハ

ナバチ・・・・といった日本の都市周辺でもごく

普通に見られる種類、である。あたりまえの虫

たちの、ちょっとした仕種や癖を、実に執念深

く、丹念に撮えている。

こんな世界が、あなたの住むニュータウンの

脇っちょの草むらにも、実は存在しているので

ある。しかしこれほどまでにデイティールを見事

に撮影するとは・・-もしやこの峡繭の監督も彼

らと同じ「昆虫」なのではないだろうか。
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かつて比虫少年だった頃(しーまでも時折捕

虫網を振るったりしているが)、 fl 分も虫のつ

もりになって、森や草原のなかで彼らと戯れた

ものだ。虫のつもり・・・つまり、彼らチョウやトン

ボやセミやカブトムシたちのサイズに同化す

るように、同りの樹々や阜の葉を眺め、動きや

気持を読みとりながら、森の小作のなかを歩

んでゆく。そうしないと彼らは発見できないし、

うまく捕えることもできない。

真夏の砂利道に賂りこんで、、巣にエサのミ

ミズを運びこもうとするアリたちの行進をじっと

眺めていたことがあった。カ 1根のカラタチの枝

で羽化したばかりのアゲハチョウの麹が広が

ってし hく様を、しばらく息、をのんで見とれてい

たーーという記憶もある。 モード

そういった少年時代の< r~~J 路〉を大万のオト

日
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「科学と芸術の幸福な調和 j
無限にはこつの方向がある。大きい無限と小さい無線

である 3 一方に宇宙と星の世界があり、もう一方に、虫

やバクテリアや分子や j恵子の世界がある、

この映画の中では、時間と、ものの大きさの尺度が自

由自在に変えられ、身近な自然の中の、主として昆虫の

無限の世界が、ほとんど彼ら自身が体験するように映し

出されている ι
〈喜 b宅

地球をひとつの惑星として見る観点と、叢を大ジャン

グルとして見る視点の両方がここにはあるのだが、カメ

ラは信じられないほどの精度で、虫の世界を解明する u

たとえば、一匹のアりにとって、草の葉の上に撞いた

の支は、なんと強靭な“皮"を持った大きな球体であ

ることか宅表箇張力によって形成されたこの球体は.水

の入った大きな厚いビニール袋のようになっていて、水

を飲もうと押しでも突いても、いつかな破れない。そし

てf可かのはずみで“すぽん"とその中に取り込まれてし

うと、今度は虫を封じ込める球となって、水が蒸発す

るまで舛に出ることができなくなるのである G

テントウムシが、 トゲだらけのパラの茎に付いている

アブラムシをむさぼり食う町アりか.噛みつこうとしても、

その丸い体はつるつるして、まるで硬質プラスティック

で出来ているかのように歯が立たなし、その様が、 fなる

ほど j と稔りたくなるほど詳細に、迫力をもって措かれ

ている。

しかし、特筆すべきは、映画全編を貫く芸術的なセン

スであろう』のそのそ歩き、闘うカブトムシやクワガタ

ムシを、ゾウやサイのような映像に仕立てることは今ま

でにも行われてきたけれど、イトトンボやカ J由ツムりを

これほどファンタスティックに美しく、また艶かしく描

いた映画はかつてなかった気がする。殊にこの“愛し合

う"ニ匹のカタツム 1) の場面なぞは、まさに“発禁もの"

である。音響は単なる効果音では断じでなく、自然の音

を題材にした見事な現代音楽である
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編 集:マリ一=ジョゼフ・ヨヨット

音 響:フィリ yプ・パルポー/ベルナール・ルルー
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製 作:ガラテ・フィルム/ジャック・ぺラン

オリジナル音楽:ブリュノ・クーレ

歌 :小林真理
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